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第3弾

８月
臨時会

８
月
３
日
に
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
審
議
し
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

◎感染拡大防止対策   ……………………………4859 万円

新型コロナウイルス感染症に
かかる緊急対策

補
正
予
算

2

◎生活・子育て支援対策  …………………………105 万円
　「ひとり親世帯臨時特別給付金」の申請受付事務などの経費と、令和 2 年 3 月の小・
中学校臨時休校による学校給食の休止に伴う、納入事業者への給食材料のキャンセル
料です。

◎町内事業者等への経済対策
…………………1 億 805 万円
　国の「持続化給付金」支給対象外
の中小企業などへの支援として、町
独自の持続化給付金を給付します。

（法人 一律 40 万円、個人事業者 一
律 20 万円）

　避難所内の適切な温度管理を図る
ための空調設備（スポットクーラー、
ジェットヒーターなど）の整備や、
感染拡大防止対策に係わる各種物品
を確保するものです。
 

負けるな!!
業を守るために～
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コロナに
～命・くらし・産

９月
定例会

９
月
定
例
会
は
９
月
１
日
か
ら
18
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
決
算
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
介
護
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
認
定
６
件
、
議
案
６
件
と
発
議
３

件
を
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。

◎消防施設経費……………………………………8110 万円
　防災行政無線の同報系設備（音声合成装置・屋外拡声子局）のデジタル化に要する
経費を増額補正するとともに、令和４年度までの債務負担行為（2 億 8450 万円）を
設定するものです。

◎公園維持管理経費………………………………1562 万円
　万助溜公園内の橋（木製）の老朽化が著しいことから、新しい橋（アルミ製）に架
け替える経費を増額補正するものです。

一般会計（主な経費）

補
正
予
算

3

◎中学校費学校管理経費……187 万円
　中学校における感染拡大防止に係わる物品（サーモ
グラフィー）の購入に要する経費を増額補正するもの
です。
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決
算
状
況

4

「まちの形を変える」「人にやさしい地　 域をつくる」「未来へ投資する」

施策の効果　をチェック!!
令和元年度　の決算は

学
童
保
育
所
の
定
員
の
基

準
は
何
で
す
か
。

（
子
ど
も
家
庭
課
）児
童
１

人
当
た
り
１・
65
㎡
以
上
必
要

で
あ
る
た
め
、
建
物
の
大
き
さ

に
よ
っ
て
定
員
は
決
ま
り
ま

す
。 不

法
投
棄
監
視
業
務
の
最

近
の
傾
向
は
ど
う
で
す
か
。

（
環
境
防
災
課
）年
々
減
少

し
て
い
ま
す
。

そ
の
効
果
が
出
て
い
る
要

因
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。 

（
環
境
防
災
課
）防
止
看
板
、

カ
メ
ラ
の
設
置
で
効
果
が
出
た

と
思
い
ま
す
。

主
な
質
疑

3 カ国版ごみの出し方
ハンドブック作成事業 学童保育所新設事業

増加する外国人住民に、ごみ分別の周知
を図るため「ごみの出し方ハンドブック」
の外国語版を作成しました。 

子育て世代の転入増を受け、神田小学校
敷地内にある学童保育所の隣に、第２神
田学童保育所を新設しました。

9月
定例会

認
定
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決
算
状
況

5

「まちの形を変える」「人にやさしい地　 域をつくる」「未来へ投資する」

施策の効果　をチェック!!
令和元年度　の決算は

幼
児
教
育
無
償
化
の
、
令
和

元
年
度
分
は
地
方
特
例
交
付
金

に
入
っ
て
い
る
た
め
明
確
で
す

が
、
こ
れ
が
地
方
交
付
税
と
し

て
入
っ
て
く
る
と
分
か
り
に
く

く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
ど

う
で
す
か
。 

（
財
政
課
）令
和
２
年
度
か

ら
地
方
交
付
税
と
し
て
算
入
さ

れ
て
い
ま
す
。

砂
谷
川
の
災
害
復
旧
工
事

は
ど
う
な
り
ま
し
た
か
。 

（
建
設
課
）法の

り

面め
ん

に
崩
落
防

止
の
た
め
の
ガ
ン
リ
ョ
ク
マ
ッ

ト（
草
が
生
え
る
マ
ッ
ト
）を
張

り
付
け
ま
し
た
。 

主
な
質
疑

昨年の豪雨被害
復旧工事

給食センター
炊飯器設備更新費

町内各地（産業課 60 カ所、建設課 21
カ所）の工事と修繕がほぼ完了しました。

洗米機、連続炊飯機、立体蒸らし装置な
どを更新しました。

一般会計
主な事業
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決
算
状
況

6

国
民
健
康
保
険
の
資
格
確

認
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
理
由

は
何
で
す
か
。

（
保
険
年
金
課
）現
在
医
療

機
関
で
は
保
険
証
を
基
に
目
視

で
資
格
確
認
し
て
い
ま
す
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
こ
と
で
誤

請
求
防
止
な
ど
の
効
果
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
国
は
令
和
３
年
３
月
実
施
予

定
と
し
て
い
ま
す
。

お
で
か
け
安
心
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
の
実
績
と
捜
索
可
能

と
な
る
シ
ー
ル
貼
付
の
取
り
組

み
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

（
健
康
長
寿
課
）利
用
実
績

は
１
件
あ
り
ま
し
た
。

　
シ
ー
ル
の
配
布
は
令
和
元
年

度
か
ら
始
め
て
配
布
実
績
は
11

件
で
す
。 主

な
質
疑

特別会計・企業会計
国民健康保険 加入者は 3278 世帯で 5262 人でした。収支差引額は、2 億 2745 万円の黒字となりま

した。元年度はオンライン資格確認システム改修などを行いました。 

後期高齢者
医 療

三重県後期高齢者医療広域連合により運営されているもので、加入者は 3267 人でした。
広域連合への納付金や事務的経費を支出しました。収支差引額は 75 万円の黒字となりま
した。

介 護 保 険
介護認定者は、昨年に比べ 28 人増え 819 人で、居宅介護・地域密着型介護・施設介護
サービスなどを利用し、地域では介護予防活動など地域支援事業が行われました。収支差
引額は 2 億 9471 万円の黒字になりました。

下水道事業
マンホールポンプ 9 カ所の清掃、および 4 基の取り換えを実施しました。
ストックマネジメント計画に基づき、城山地内のマンホール蓋 426 カ所のうち 98 カ所
の取り換えを実施しました。 

上水道事業
給水戸数は微増傾向を継続しており、前年度より 188 戸増加しました。
第一水源地の設備更新工事、および災害時の応急給水拠点を構築するため、低区配水池の
増設工事に着手しました。

衣服や持ち物に貼るシール

水
源
保
護
に
つ
い
て
近
隣

市
町
と
の
連
携
状
況
は
い
か
が

で
す
か
。

（
上
下
水
道
課
）員
弁
川
に

流
入
す
る
地
下
水
か
ら
恩
恵
を

受
け
て
い
る
、い
な
べ
市
、桑
名

市
、
四
日
市
市
と
連
携
を
と
る

こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ

の
一
般
財
源
か
ら
の
繰
り
入
れ

を
減
ら
す
理
由
は
何
で
す
か
。

（
上
下
水
道
課
）地
方
債
の

償
還
期
間
30
年
間
と
管か

ん
き
ょ渠
の
耐

用
年
数
40
～
50
年
間
が
大
き
な

開
き
が
あ
る
た
め
、
後
年
の
使

用
者
に
も
負
担
し
て
も
ら
う
た

め
、
平
準
化
債
を
平
成
29
年
度

か
ら
活
用
し
て
い
ま
す
。
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審議結果 議　　　案　　　名
可 令和２年度東員町一般会計補正予算（第３号）

議
案
審
議
結
果

7

審議結果 議　　　案　　　名
可 教育委員会の委員の任命について
可 ＧＩＧＡスクール構想校内通信ネットワーク等整備工事請負契約の締結について
可 財産の取得について
可 令和元年度東員町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について
可 令和元年度東員町一般会計決算認定について
可 令和元年度東員町国民健康保険特別会計決算認定について
可 令和元年度東員町後期高齢者医療特別会計決算認定について
可 令和元年度東員町介護保険特別会計決算認定について
可 令和元年度東員町下水道事業特別会計決算認定について
可 令和元年度東員町水道事業会計決算認定について
可 令和２年度東員町一般会計補正予算（第４号）

可 令和２年度東員町介護保険特別会計補正予算（第１号）

可 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を
求める意見書について

可 防災・減災、国土強靱化対策の継続及び拡充を求める意見書について
可 ドクターヘリの安定・持続的運用への支援強化を求める意見書について

議案審議結果
令和２年　8月臨時会

令和２年　9月定例会

○全会一致の議案

○全会一致の議案
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１．中村　等……………………………………………………   9
１．災害復旧について
２．鳥獣被害防止計画について
３．法人税等町民税について
４．第６次東員町総合計画（仮称）について

２．伊藤　治雄………………………………………………… 10
１．これからの基礎自治体のあり方について
２．社会教育の推進について

３．大崎　昭一…………………………………………………  11
１．コロナ禍への対応について
２．学校教育について
３．第５次東員町総合計画の進捗と第６次東員町総合計画策定について

４．三林　浩……………………………………………………   12
１．防災について
２．公共施設等の維持管理について

５． 山崎　まゆみ……………………………………………… 13
１．新型コロナウィルス影響下の介護と、
　　「第８期介護保険事業計画」に向けて
２．「一斉休校」再開後の、子どもの学習について

６．三宅　耕三…………………………………………………   14
１．町長の政治姿勢について

７．片松　雅弘………………………………………………… 15
１．東員町の災害時の対応について
２．東員町の将来の展望について

８．川瀬　孝代………………………………………………… 16
１．感染症対策について
２．キャッシュレス化について
３．GIGAスクール構想について

一般質問とは、町政財政全般について、町長の考えや疑問点を
質
ただ

す政策論議のことをいい、定例会のみ行われます。

町
政
を
問
う

８
人
が

過去の一般質問はこちらから

町
政
を
問
う

８
人
が

原稿は本人が作成したものを原文で掲載しています。
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災害復旧と猿被害対策は
対策に取り組んでいます

問
令
和
元
年
９
月
の
激
雨

の
復
旧
と
防
災
に
つ
い

て①
復
旧
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

②
県
が
管
理
す
べ
き
河
川
、
道

路
な
ど
の
復
旧
は
。

③
被
害
を
受
け
た
方
、
災
害
箇

所
の
近
く
の
防
災
は
。

答
建
設
課
長　
民
家
を
巻

き
込
む
長
深
地
内
の
町

道
長
深
８
３
５
号
線
の
法
面
崩

落
箇
所
は
本
年
５
月
に
、
ま
た

砂
谷
川
左
岸
の
法
面
崩
落
箇
所

は
本
年
６
月
に
、
そ
の
他
小
規

模
な
町
道
法
面
や
町
河
川
護
岸

な
ど
の
被
災
箇
所
は
21
カ
所
あ

り
ま
し
た
が
、
す
べ
て
復
旧
し

て
い
ま
す
。

　

農
業
用
施
設
は
、
神
田
土
地

改
良
区
ポ
ン
プ
修
繕
は
本
年
３

月
、
大
木
地
内
の
農
地
法
面
崩

落
箇
所
は
４
月
に
、
新
井
水
法

面
崩
落
は
６
月
に
、
そ
の
他
農

道
法
面
や
用
排
水
路
57
カ
所
は
、

復
旧
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
三
重
県
管
理
河
川
の

災
害
箇
所
は
、藤
川
で
４
カ
所
、

戸
上
川
で
２
カ
所
あ
り
、
戸
上

川
の
１
カ
所
を
除
き
現
在
復
旧

し
、未
復
旧
の
１
カ
所
も
、本
年

度
復
旧
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
中
上
地
区
の
浸
水
被

害
の
起
因
と
な
っ
た
三
孤
子
川

は
、
川
の
流
れ
を
阻
害
す
る
屈

曲
し
た
部
分
の
拡
幅
工
事
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

最
後
に
、
昨
年
の
被
災
箇
所

の
対
応
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

う
な
ど
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
な
ど
へ
の
対
策
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

中な
か
む
ら村

　
等ひ

と
し

問
三
孤
子
川
の
取
水
口
の

制
限
な
ど
越
水
さ
せ
な

い
工
事
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

答
建
設
課
長
　
三
孤
子
川

の
改
修
工
事
で
は
、
河

川
の
拡
幅
の
他
に
河
床
の
掘
削

も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
大
木
地
区
や
笹
尾
西
地

区
で
の
猿・
鹿
の
大
量

出
没
は
、
農
産
物
被
害
や
近
隣

の
住
宅
地
に
お
住
い
の
幼
い
子

ど
も
や
お
年
寄
り
に
人
的
被
害

を
及
ぼ
す
危
険
性
も
あ
る
の
で
、

対
策
を
。

答
町
長
　
人
間
と
野
生
動

植
物
が
共
生
で
き
る
よ

う
な
、
根
本
的
な
対
策
を
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。

産
業
課
長
　
人
的
被
害
の
危
険

性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に

は
、い
な
べ
警
察
署
、猟
友
会
へ

の
協
力
要
請
を
行
い
対
策
を
講

じ
ま
す
。
ま
た
今
後
、
農
作
物

の
被
害
な
ど
が
増
加
す
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
鳥
獣
被
害
防
止
計

画
の
策
定
を
検
討
し
ま
す
。

猿
な
ど
の
大
量
出
没
は

一般質問

再
質
問
（
一
問
一
答
）

９月の豪雨災害箇所
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問
平
成
の
合
併
か
ら
約

10
年
が
経
過
し
ま
し
た

が
、住
民・行
政
の
立
場
か
ら
賛

否
両
論
が
あ
る
中
、
行
財
政
の

効
率
化
な
ど
の
感
想
を
お
尋
ね

し
ま
す
。

　

国
は
、
こ
れ
か
ら
の
市
町
村

の
あ
り
方
は
、
多
様
性
を
前
提

に
、
社
会
経
済
の
動
向
を
踏
ま

え
、
そ
の
課
題
に
適
切
に
対
処

す
る
必
要
が
あ
る
と
定
め
て
い

ま
す
。
そ
し
て
解
決
策
と
し
て
、

広
域
連
携
手
法
を
挙
げ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
基
本
的
な
考
え
方

や
検
討
委
員
会
の
設
置
の
必
要

性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
町
長　
平
成
の
合
併
は

国
県
が
積
極
的
に
関
与

し
、
強
引
に
進
め
た
も
の
で
必

ず
し
も
成
功
し
た
と
は
い
え
な

い
と
思
い
ま
す
。
本
町
の
財
政

の
健
全
性
は
保
た
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
、

市
町
が
知
恵
を
出
し
合
い
な
が

ら
、
お
互
い
に
協
力
し
あ
っ
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
す
。

　

広
域
連
携
に
つ
い
て
は
今
後

直
面
す
る
課
題
対
応
に
は
必
要

で
す
。
ま
た
、
地
域
で
の
課
題

解
決
に
は
、
行
政
だ
け
で
は
な

く
、
企
業
な
ど
の
支
援
も
重
要

と
考
え
ま
す
。
広
域
連
携
に
関

す
る
委
員
会
の
設
置
は
検
討
し

ま
す
。問

生
涯
学
習
の
理
念
に
基

づ
き
、
人
生
の
大
半
を

占
め
る
社
会
教
育
の
充
実
は
大

切
と
考
え
ま
す
。
そ
の
必
要
性 

と
町
が
果
た
す
べ
き
責
任
は
ど

こ
に
あ
る
と
考
え
ま
す
か
。
今

後
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で
活
動

な
ど
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す

か
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
評
価
報

告
書
で
は
東
員
町
ス
ポ
ー
ツ
協

会
の
実
績
な
ど
を
評
価
し
、
次

年
度
以
降
も
支
援
に
努
め
る
と

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
ス
ポ

ー
ツ
協
会
の
役
割
や
関
り
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

社
会
教
育
の
推
進
は

広域連携計画

答
教
育
長
　
社
会
構
造
な

ど
の
変
化
の
時
代
で
は
、

学
校
教
育
、家
庭
教
育
、社
会
教

育
が
連
携
し
、
融
合
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
社
会
教
育
は
そ

の
中
心
的
役
割
を
担
う
と
考
え

ま
す
。
町
と
し
て
は
東
員
町
教

育
基
本
方
針
を
策
定
し
、
そ
の

充
実
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
今
後
も
社
会
教
育
推
進
に
向

け
各
種
団
体
と
連
携
し
、
住
民

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学

習
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
は
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
中
核
と
し
て
連

携
を
図
り
ま
す
。

一般質問

今後の市町村のあり方は
広域連携も必要手法です

伊い

藤と
う

　
治は

る

雄お
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問
学
校
は　

人
学
級
が
国

の
基
本
で「
２
㍍
～
１

㍍
の
身
体
的
距
離
」が
保
て
な

い
三
密
状
況
で
す
。
国
民
に
は

「
身
体
的
距
離
２
㍍
」を
推
奨
し

て
、
学
校
を
例
外
と
す
る
の
は

矛
盾
で
す
。
矛
盾
解
決
に
向
け
、

全
国
の
知
事
会
、市
長
会
、町
村

会
が
国
へ「
新
し
い
時
代
の
学

び
の
環
境
整
備
に
向
け
た
緊
急

提
言
」を
提
出
し
ま
し
た
。
少

人
数
学
級
実
現
に
向
け
、
国
へ

声
を
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
神
田
小
で
39
人
、笹
尾
西
小
、

笹
尾
東
小
で
38
人
の
ク
ラ
ス
が

あ
り
、
密
集
で
す
。
雑
誌
Ａ
Ｅ

Ｒ
Ａ
で「
東
員
町
は
住
み
よ
い

町
」の
１
位
と
あ
り
ま
す
。
若

者
世
代
が
東
員
町
を
移
住
先
に

選
び
、そ
の
子
ら
が
、教
室
で「

身
体
的
距
離
」を
保
て
な
い
現

実
を
直
視
し
て
、
町
独
自
で
少

人
数
学
級
実
現
の
予
算
を
組
み

改
善
を
求
め
ま
す
。

答
教
育
長　
感
染
症
対
策

を
継
続
し
、偏
見・差
別

が
な
い
よ
う
指
導
強
化
し
ま
す
。

標
準
学
級
編
成
基
準
引
き
下
げ

を
国・
県
へ
強
く
要
望
し
て
い

ま
す
。問

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
一

連
の
業
務
遂
行
で
の
町

長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　
「
10
万
円
給
付
事
業
」は
未
申

請
者
に
勧
奨
通
知
、戸
別
訪
問
、

入
院
中
や
施
設
入
所
の
方
に
は

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
さ
ん
を
介
し

て
連
絡
す
る
な
ど
、
心
通
う
努

力
で
や
り
遂
げ
ら
れ
達
成
率
は

99・88
％
、ほ
ぼ
完
璧
で
す
。
ま

た
、
期
間
を
１
ヵ
月
延
長
し
た

新
生
児
給
付
は
22
人
に
給
付
さ

れ
、
尊
い
業
務
を
や
り
遂
げ
た

こ
と
は
、
自
治
体
労
働
者
の
誇

り
で
す
。
10
万
円
給
付
は
お
上

の
お
恵
み
で
は
な
く
憲
法
25
条

を
政
府
が
実
行
し
た
か
ら
で
す
。

国
会
論
戦
で
第
１
次
１
兆
円
、

第
２
次
２
兆
円
の
補
正
予
算
が

組
ま
れ
東
員
町
に
も
配
分
さ
れ
、

町
独
自
施
策
も
含
め「
生
活・子

育
て
支
援
」「
事
業
継
続
支
援
」

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

冬
に
は
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
で
発
熱
患
者
の
増
加
を

危
惧
し
ま
す
。
支
援
の
強
化
と

周
知
を
求
め
ま
す
。

答
町
長
　
職
員
が
感
染
し

な
い
、
感
染
さ
せ
な
い

こ
と
を
肝
に
銘
じ
難
局
を
職
員

一
丸
で
乗
り
越
え
て
い
き
ま
す
。

健
康
長
寿
課
長
　
生
活
維
持
、

事
業
継
続
の
重
要
事
業
を
十
分

周
知
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
の
強
化
を

上：１クラス 20 人の例　　下：１クラス 40 人の例
（出典：文部科学省「学校の新しい生活様式」より）

一般質問

少人数学級実現を求めます
国・県へ要望活動強めます

大お
お

崎さ
き

　
昭し

ょ
う

一い
ち

40
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問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
り
、
防

災
対
策
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
次
の
こ
と
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

①
本
町
と
し
て
防
災
対
策
で
何

が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
か
。

②
そ
の
変
化
を
ど
の
よ
う
に
町

民
に
周
知
し
ま
す
か
。

③
新
し
い
防
災
対
策
で
の
課
題

は
あ
り
ま
す
か
。

答
町
長　
今
年
に
入
っ
て

発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
世
界
各
国

で
感
染
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
本
町
内
に
お
き
ま
し
て
も
10

名
を
上
回
る
感
染
者
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
発
生
が
高
い

確
率
で
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
南

海
ト
ラ
フ
地
震
や
昨
年
９
月
に

本
町
を
襲
っ
た
豪
雨
災
害
な

ど
、
自
然
災
害
と
の
複
合
は
避

け
ら
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

①
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
本

町
防
災
対
策
の
変
化
点
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
と
し
て
密
集
場
所・
密
接

場
面・
密
閉
空
間
の
３
つ
の
密

を
避
け
た
上
で
、
避
難
所
運
営

な
ど
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
必
要
性
が
生
じ
て
き
ま
し

た
。

②
防
災
対
策
に
か
か
る
変
化
点

の
町
民
へ
の
周
知
は「
広
報
と

う
い
ん
」に
加
え
、町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
行
政
情
報
メ
ー
ル
を

活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

③
新
し
い
防
災
対
策
で
の
課
題

は
、
避
難
ス
ペ
ー
ス
と
新
た
な

避
難
所
の
確
保
で
す
が
、
こ
れ

に
は
公
共
施
設
の
中
で
、
活
用

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
他
の
課
題
は
、
避
難
所

で
の
避
難
者
の
健
康
維
持
を
図

る
た
め
、
空
調
設
備
の
整
備
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
８
月
の

臨
時
議
会
で
認
め
て
い
た
だ
い

た
簡
易
的
な
空
調
設
備
の
導
入

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

福祉避難所の早期整備を

再
質
問
（
一
問
一
答
）

問
高
齢
者
や
妊
産
婦
の
方

な
ど
要
配
慮
者
が
、
指

定
避
難
所
経
由
で
は
な
く
、
福

祉
避
難
所
へ
直
接
行
く
よ
う
に

で
き
ま
せ
ん
か
。

答
環
境
防
災
課
長
　
受
け

入
れ
態
勢
が
整
っ
て
い

る
こ
と
を
行
政
で
確
認
す
る
た

め
、
指
定
避
難
所
経
由
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　
他
市
町
の
事
例
を
参
考
に
要

配
慮
者
の
負
担
を
少
し
で
も
軽

減
で
き
る
よ
う
に
研
究
し
ま
す
。

一般質問

要配慮者の避難支援は
負担軽減を研究します

三み
つ

林ば
や
し

　
浩ひ

ろ
し
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問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
感
染
が
拡
大
す
る
中
、

介
護
福
祉
現
場
に
つ
い
て
お
尋

ね
し
ま
す
。

①
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方
の
影
響
は
。

②
介
護
事
業
所
な
ど
に
対
す
る

町
の
支
援
は
。

③
医
療
と
介
護
の
連
携
は
。

④
※「
地
域
包
括
ケ
ア
」の
住
民

と
行
政
の
協
働
、
さ
ら
に
他
課

と
の
連
携
は
い
か
が
で
す
か
。

答
健
康
長
寿
課
長　
①
医

療
機
関
な
ど
で
は「
受

診
控
え
」が
顕
著
に
な
っ
て
い

る
一
方
、
町
の
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
利
用
状
況
で
は
現
時
点
で

大
き
な
変
化
は
な
く
、
事
業
継

続
さ
れ
て
い
る
介
護
従
事
者
一

人
ひ
と
り
に
、
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
も
徹
底
し
た
感
染

防
止
対
策
と
、
事
業
の
継
続
を

町
と
し
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

②「
社
会
福
祉
施
設
等
特
別
支

援
金
給
付
事
業
」と
マ
ス
ク
、消

毒
液
な
ど
衛
生
用
品
の
支
援
を

し
て
い
ま
す
。

③
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
に
向
け
、在
宅
医
療・介
護
連

携
推
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

ス
ム
ー
ズ
な
入
退
院
連
携
等
、

医
療
と
介
護
の
多
職
種
連
携
を

推
進
し
ま
す
。

④
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま

で
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
市
町
が

地
域
の
自
主
性
や
主
体
性
に
基

づ
き
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
作

り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

町
で
は
こ
の
中
核
と
な
る

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」を

２
カ
所
に
増
や
し
、
機
能
強
化

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
後
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
を
含
め
、
自
分
た
ち
の
地
域

を
考
え
、
地
域
で
支
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
、
全
町
一
丸
と
な
っ

て
目
指
し
ま
す
。

問
①
休
校
再
開
後
の
子
ど

も
の
学
習
は
。

②
悩
み
を
抱
え
る
児
童
生
徒
の

対
応
は
。

答
教
育
長
　
①
以
下
の
取

り
組
み
に
よ
っ
て
生
み

出
さ
れ
た
時
間
を
授
業
時
間
の

補
充
に
当
て
ま
す
。

⑴
夏
休
み
と
冬
休
み
の
短
縮

⑵
家
庭
学
習
の
予
復
習

⑶
年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直

し
と
学
習
内
容
の
精
選

⑷
学
校
行
事
の
精
選
と
中
止

②
心
と
体
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
で
状
態
を
把
握
し
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
学
習
支
援

員
を
配
置
し
て
子
ど
も
の
抱
え

る
不
安
に
迅
速
に
、
個
に
応
じ

た
丁
寧
な
対
応
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

授
業
時
間
不
足
の
対
応
は

第二地域包括支援センター

一般質問

コロナ禍の介護、福祉施設は
支援を継続します

山や
ま

崎ざ
き

ま
ゆ
み

※
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
と
は

　

医
療
や
介
護
が
必
要
な
状
態

に
な
っ
て
も
、
可
能
な
限
り
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
有
す

る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
生
活

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・

生
活
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ

れ
る
と
い
う
考
え
。
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問
真し

ん

摯し

に
向
き
合
う
町
長

の
政
治
姿
勢
を
伺
い
ま

す
。答

町
長　
①
コ
ロ
ナ
禍
へ

の
対
応
は
、
災
害
発
生

と
同
等
に
位
置
づ
け
、
対
策
本

部
を
設
置
し
、
町
民
や
事
業
者

の
支
援
を
行
う
べ
く
全
庁
的
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
町
民
プ
ー
ル
は
、
今
年
度
中

に
方
向
性
を
決
定
す
る
予
定
で

す
が
、
今
後
は
近
隣
市
町
の
情

報
を
得
な
が
ら
共
同
で
活
用
で

き
る
方
法
も
視
野
に
入
れ
、
方

向
性
を
見
定
め
て
い
き
ま
す
。

③
東
員
第
一
中
学
校
移
転
事
業

は
、
現
在
用
地
交
渉
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
議
会
も
特
別

委
員
会
を
設
置
し
て
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
全
庁
あ
げ
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
後
の
状
況
に
合
わ
せ
、
町

民
へ
の
説
明
会
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

④
災
害
は
、
常
に
最
悪
の
事
態

を
想
定
し
、
空
振
り
を
恐
れ
ず

最
善
の
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
肝
に
銘
じ
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

⑤
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
制

定
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
制
定

し
て
い
る
四
日
市
市
や
近
隣
市

町
の
状
況
を
調
査
、研
究
し
、県

条
例
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
犯
罪

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
や
、
そ
の

ご
家
族
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
行
政
と
し

て
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
に
取

り
組
み
、
令
和
３
年
度
中
の
制

定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

⑥
自
治
会
に
つ
い
て
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
交
付
金
は
そ
の

ま
ま
残
し
、
各
自
治
会
が
そ
れ

ぞ
れ
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た

地
域
づ
く
り
構
想
の
申
請
は
認

め
て
い
き
ま
す
。
今
後
ま
す
ま

す
行
政
と
の
間
は
親
密
に
な
っ

て
い
く
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

⑦
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

は
、
現
状
は
カ
タ
ロ
グ
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

自
治
体
全
体
と
し
て
は
減
収
に

な
り
ま
す
。
制
度
が
あ
る
以

上
、東
員
町
に
納
税
頂
い
た
ら
、

返
礼
は
金
額
的
に
無
理
の
な
い

範
囲
で
行
い
ま
す
。

⑧
退
職
職
員
の
処
遇
に
つ
い
て

は
、
町
内
の
能
力
の
あ
る
人
材

と
併
せ
、
ど
ん
な
こ
と
が
可
能

か
、
適
材
適
所
に
能
力
を
生
か

せ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
考
え
て
い

ま
す
。

熱弁する水谷町長

一般質問

町長の政治姿勢は
諸課題に取り組みます

三み

宅や
け

　
耕こ

う

三ぞ
う
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問
各
地
で
異
常
気
象
に
よ

る
集
中
豪
雨
な
ど
が
起

こ
り
、
甚
大
な
被
害
が
出
て
い

ま
す
。
昨
年
に
は
東
員
町
も
水

害
に
よ
る
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

近
い
将
来
く
る
と
い
わ
れ
て
い

る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
も
備
え

て
い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

災
害
時
の
避
難
所
の
設
置・
対

応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
所
で
の
災
害
関
連

死
を
無
く
す
対
策
や
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
小

規
模
分
散
型
避
難
へ
の
対
応
策

は
ど
う
で
す
か
。

答
環
境
防
災
課
長　
災
害

時
の
指
定
避
難
所
は
各

小
中
学
校
と
総
合
体
育
館
の
９

カ
所
を
指
定
し
て
い
ま
す
。
学

校
区
単
位
で
避
難
所
運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
基
づ
き
避
難
所
開
設

を
住
民
の
皆
さ
ん
自
ら
が
行
っ

て
い
た
だ
く
内
容
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
避
難
者
は
被
災
に
よ

る
不
安
や
激
変
す
る
生
活
環
境

な
ど
か
ら
相
当
の
ス
ト
レ
ス
を

受
け
ま
す
の
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
護
は
元
よ
り
心
身
へ
の
負

担
軽
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
密
を

避
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
の
規
模
に
よ
っ
て
は
指

定
避
難
場
所
で
の
受
け
入
れ
が

困
難
と
な
る
場
合
が
想
定
さ
れ

ま
す
。
新
し
い
避
難
形
態
の
小

規
模
分
散
型
避
難
は
、
公
共
施

設
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
そ

の
運
営
方
法
を
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

問
週
刊
誌
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
で
、

「
コ
ロ
ナ
時
代
の
移
住

先
ラ
ン
キ
ン
グ
」特
集
記
事
が

あ
り
、
東
員
町
は
近
畿
エ
リ
ア

で
１
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

「
小
さ
く
た
っ
て
キ
ラ
リ
と
輝

く
無
名
の
町
が
１
位
を
獲
得
」

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ラ
リ
と
輝
く
小
さ
な

町
を
町
長
は
、
今
後
ど
の
よ
う

に
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
か
。

答
町
長
　
東
員
町
が
子
育

て
、
教
育
に
力
を
入
れ

て
い
る
こ
と
が
全
国
紙
の
紙
面

を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
が
進

み
、本
町
に
お
い
て
も
町
の
財
政

が
厳
し
く
な
る
中
、選
択
と
集
中

を
図
り
な
が
ら
持
続
可
能
な
町

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

東
員
駅
周
辺
の
開
発
は
、
制

約
が
あ
る
中
、
断
念
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
が
、
高
齢
社
会

を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
上
で
重
要
で
あ
る
と

い
う
確
信
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ

ば
再
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

町
の
将
来
へ
の
展
望
は

震災時に開く鍵ボックス

一般質問

災害時の避難所対応は
分散型避難所も検討します

片か
た

松ま
つ

　
雅ま

さ

弘ひ
ろ
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問
全
国
の
小・
中
学
生
一

人
ひ
と
り
に
パ
ソ
コ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
１
台
確

保
し
、学
校
内
に
高
速・大
容
量

の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
の

略
称
）を
活
用
し
た
教
育
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
子
ど
も
の

学
び
を
保
障
す
る
た
め
、
教
育

が
か
か
え
る
課
題
の
克
服
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
４
点
を
伺
い
ま
す
。

①
授
業
や
家
庭
学
習
で
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
端
末
の
活
用
方
法
は
。

②
障
が
い
の
あ
る
子
へ
の
※
デ

イ
ジ
ー
教
科
書
の
導
入
は
。

③
不
登
校
児
童・
生
徒
へ
の
学

習
支
援
と
し
て
の
活
用
は
。

④
自
宅
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

は
。

答
教
育
長　
①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
情
報
活
用
能

力
の
育
成
を
進
め
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報

収
集
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
な
ど
を

用
い
た
個
別
学
習
、
写
真
や
動

画
の
記
録
、
思
考
を
深
め
る
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
自
学
自
習
す
る
力
を

育
ん
で
い
き
ま
す
。

②
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
は
、
パ
ソ

コ
ン
な
ど
を
通
し
て
音
声
を
聞

き
、
文
字
や
絵
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

発
達
障
害
な
ど
で
読
む
こ
と

が
困
難
な
児
童・
生
徒
に
向
け

て
有
効
な
支
援
で
あ
り
、
端
末

整
備
と
併
せ
て
研
究
し
ま
す
。

③
よ
り
個
別
最
適
化
が
可
能
と

な
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
生
徒
と

教
諭
な
ど
が
対
話
を
し
た
り
、

様
子
や
健
康
状
態
を
観
察
す
る

こ
と
も
で
き
る
こ
と
か
ら
、
効

果
的
な
活
用
を
研
究
し
て
い
き

ま
す
。

④
感
染
症
や
災
害
に
よ
る
臨
時

休
業
な
ど
の
時
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
で
家
庭
学
習
の
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
を
自
宅
に
持
ち

帰
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
、

自
宅
学
習
で
の
通
信
設
備
の
設

置
な
ど
公
平
性
を
含
め
、
対
応

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は

自学・自習する力を育みます 問
消
費
者
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
行
政
コ
ス
ト
の
削

減
な
ど
を
考
え
、
納
税
し
や
す

く
す
る
た
め
に
税
や
保
険
料
の

支
払
い
に
、
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ

リ
を
導
入
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

答
税
務
課
長
　
コ
ン
ビ
ニ

収
納
の
仕
組
み
を
利
用

し
、
納
付
書
に
記
載
の
バ
ー
コ

ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア

プ
リ
で
読
み
込
む
こ
と
で
、
支

払
い
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
考

え
て
い
ま
す
。

一般質問

Ｇ
ギ

ＩＧ
ガ

Ａスクール構想は
情報活用能力の育成を進めます

川か
わ

瀬せ

　
孝た

か

代よ

※
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
と
は

　

教
科
書
の
内
容
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
文

字
の
拡
大
・
色
強
調
、
音
声
再

生
な
ど
を
同
時
に
行
え
る
教

材
。
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意
見
書

17

国に意見書を提出しました
◆新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化

に対し地方税財源の確保を求める意見書

◆防災・減災、国土強靱化対策の継続及び拡充を求める意見書

◆ドクターヘリの安定・持続的運用への支援強化を求める意見書

意見書の詳しい
内容はこちらから
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傍
聴
者
の
声

18

　9月4日と7日に行われた一般質問を傍聴された皆さんより、延べ54件の感想やご意見を
いただきました。整理し抜粋して紹介します。

傍聴者の声
感想や所感など
●諸問題に対しての質問と答弁のやりとり

に、これが議会だなという感慨を覚えま
した。

●高齢者が増えてきている今日、対策をし
てきめ細かい対応が大切で、自立を妨げ
るようなことはしないでほしいと思いま
す。全面的にやってあげるのではなく、
残された力を発揮できるようにしていた
だきたいと思います。

●熱心な討議を聴き嬉しく思いました。東
員町に住んで良かったと今しみじみ思っ
ています。少子高齢化を迎え、コロナ禍
もあり難しい時代ですが、より発展され
ることを願っています。

公共施設関係
●中部公園について議論されていたが、町

長の費用対効果の考えに賛成である。入
場料も100円/人でも取ればいいのでは。
財政が厳しいのだから。ダメなものはや
めればよい。

●公共施設のそれぞれにPDCAを徹底すべ
きである。計画して実行するが（PD）そ
の効果と対策（CA）が全体に乏しいのが
公の仕事と感じます。

●プールについては箱物を多くつくるより、
近隣市の計画を考えると町長の検討案に
は共感できました。

●第一中学校の用地買収の苦労がしみじみ
わかりました。議員さんの質問の仕方で
眠気もさめました。

防災・災害復旧関係
●一人暮らし老人の避難方法など、今後は

一層高齢化が進むし、また温暖化により
災害も増えるので良い議論でした。

●自治会の具体的な避難方法の進捗を一層
のスピードを持って計画すべきと感じま
した。

●災害の後にドローンなどで被害状況を見
れる様なシステムがあれば良いと考えま
す。

●昨年9月の豪雨災害復旧が大部分完了し
たことを知りホッとしました。また、場
所により県や桑名市との協議も必要で現
在進行中であることを知りました。

福祉・介護・教育関係
●親を入所させていますが、面会謝絶が6カ

月以上続いています。iPadなどと携帯で
入所者の家族と入所者が会えるように施
設へ機器の配置をしていただけると嬉し
いです。入所者は家族の顔も見えず、ど
んどんボケていくような気がします。

●昔の義務教育と比べると今は大変難しい
時代だと思います。今はお金さえあれば
何でも手に入る時代です。耐える、我慢を
させることも大切ではないかと思います。

●介護事業所、ケアマネのコロナウイルス
に対する連携の取り方、保健所に連絡な
ど、気を引きしめて取り組まれているの
だと感じた。皆のあたたかい心を持って
人との対応ができる町作りに期待します。

傍聴者の声



三重県東員町議会だより　145 号　　令和 2年 10 月 16 日発行
19

委
員
会
活
動
報
告
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○
フ
レ
イ
ル
予
防
へ
の

取
り
組
み

　

活
動
テ
ー
マ
で
あ
る「
フ
レ

イ
ル
」の
知
識
を
共
有
す
る
た

め
、
健
康
長
寿
課
に
よ
る
フ
レ

イ
ル
予
防
へ
の
取
り
組
み
を
研

修
し
ま
し
た
。

　
介
護
が
必
要
に
な
る
手
前
の

状
態「
フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）」を
防

ぎ
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
た

め
に
予
防
へ
の
取
り
組
み
を
始

ま
し
た
。

　
加
齢
に
よ
っ
て
筋
肉
の
減
少

や
肺
活
量
、記
憶
力
の
低
下
、孤

立
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
が
影
響

し
て
要
介
護
に
な
る
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
心

が
け
る
こ
と
と
し
て
、栄
養・運

動・
社
会
参
加
の
三
つ
の
要
素

を
実
践
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
健
康
状
態
の
把
握
が
重
要
で

住
民
参
加
型
と
し
て
、
要
介
護

リ
ス
ク
を
判
断
す
る
フ
レ
イ
ル

検
診
な
ど
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　
高
齢
化
が
進
む
東
員
町
で
は
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
で
栄
養

を
と
り
な
が
ら
、
身
体
を
動
か

し
て
、趣
味
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

仲
間
と
の
交
流
な
ど
、
取
り
組

み
や
す
い
形
で
自
立
し
て
日
常

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
健

康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

○
補
助
金
等
の
削
減
に

つ
い
て

　
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
進

め
る
た
め
、
補
助
金・
負
担
金・

交
付
金
の
削
減
は
重
要
な
施
策

の
ひ
と
つ
で
す
。

　
町
が
提
案
す
る
62
事
業
を
含

め
て
３
０
１
事
業
す
べ
て
と
委

託
料
に
つ
い
て
も
調
査
研
究
し

提
言
し
て
い
き
ま
す
。

　

当
面
は
、
緊
急
性
を
要
す
る

自
治
会
関
連・福
祉・産
業
な
ど

の
事
業
に
絞
り
、
担
当
者
か
ら

の
説
明
を
受
け
協
議
し
ま
す
。

○
公
共
交
通
に
つ
い
て

　
北
勢
線
や
オ
レ
ン
ジ
バ
ス
な

ど
、
地
域
の
公
共
交
通
を
ど
の

よ
う
に
維
持・
存
続
さ
せ
て
い

く
べ
き
か
が
大
き
な
課
題
で
す
。

　

免
許
返
納
者
、
高
齢
者
対
策

な
ど
地
域
住
民
の
移
動
手
段
と

し
て
、
受
益
者
負
担
も
含
め
時

代
の
変
化
も
考
慮
し
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
オ
レ
ン
ジ
バ
ス
の
現
状
や
バ

ス
停
と
自
宅
を
結
ぶ
交
通
手
段

な
ど
を
検
証・
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
新
し
い
交
通
手
段
な
ど

他
市
町
の
事
例
も
参
考
に
し
て
、

よ
り
良
き
方
針
を
模
索
し
ま
す
。

総務建設常任委員会

教育民生常任委員会

委員会
活動報告



次回の定例会は
令和２年12月１日に
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一般質問の議事録はホームページで公開しています。議会事務局でも閲覧できます。

　

問
題
の
答
え
は
す
べ
て
議
会
だ
よ
り

の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

よ
く
読
ん
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

問
１　

介
護
認
定
者
は
何
人
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。　

問
２　

議
会
が
提
出
し
た
意
見
書
は
何

件
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

問
３　

一
般
質
問
し
た
議
員
は
何
人
で

し
ょ
う
か
。

　
▼
応
募
方
法
／
官
製
は
が
き
ま
た
は
封

書
に
、
答
え
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
ま
た
議

会
へ
の
ご
意
見
、
ご
感
想
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
、
一
緒
に
記
入
し
て
お
送

り
く
だ
さ
い
。

▼
あ
て
先
／
〒
五
一
一‒

〇
二
九
五

　
　
　

東
員
町
山
田
一
六
〇
〇
番
地

　
　
　
　
　
　
　

東
員
町
議
会
事
務
局

▼
締
切
り
／
令
和
2
年
11
月
30
日

　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

※

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
15
人
の

方
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

議
会
ク
イ
ズ

※

ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
賞
品
発

送
お
よ
び
読
者
の
声
な
ど
の
目
的
以
外
に
は
一
切
使
用
い

た
し
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
行
政
側
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご

質
問
な
ど
の
場
合
は
、
そ
の
内
容
に
応
じ
、
担
当
課
か
ら

報
告
ま
た
は
回
答
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

編
集
後
記

　

半
端
な
い
集
中
豪
雨
、

昨
年
９
月
４
日
夜
中
の
記

憶
で
す
。

　

携
帯
電
話
の
通
話
記
録

や
メ
ー
ル
を
み
る
と
「
お

前
ん
家
は
大
丈
夫
か
？
」

「
眠
れ
や
ん
」
な
ど
自
主

防
災
隊
員
や
役
場
災
害
対

策
本
部
と
も
情
報
交
換
し

て
い
ま
し
た
。

　

雨
が
静
ま
っ
た
早
朝
、

中
上
地
内
を
見
ま
わ
り
、

至
る
所
に
浸
水
被
害
と
、

漂
流
ご
み
が
溜
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

地
元
企
業
か
ら
災
害
復
旧

協
力
の
一
報
も
あ
り
ま
し

た
。
　

役
場
で
災
害
対
策
会
議

の
後
、
被
害
調
査(

地
区
内

全
戸
訪
問)

を
役
場
職
員
で

分
担
し
て
、
収
集
整
理
し

ま
し
た
。

　

地
域
を
助
け
た
い
と
思

う
気
持
ち
で
団
結
し
て
、

一
生
懸
命
に
な
っ
て
く
れ

る
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い

る
こ
と
、
協
力
し
合
え
ば

出
来
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。

（
広
田　
久
男
）

　「地区の幅広い世代が日常的に交流できる場をつくろう！！」というみんなの
想いで、平成29年から地域座談会を重ねてきました。
　団地内に残された丘陵地形を利用し「青空ゾーン」「樹木ゾーン」「丘陵ゾー
ン」の3部構成で、遊びの場を作っていきます。“皆
さんが安心して楽しく生活できるまちづくり”を目
指すための活動です。まだ始まったばかりの会場整
備段階ですが、徐々に様子がわかってきて参加者が
増えることを期待しています。

まちの話題まちの話題

『わくわく交流広場』 ～城山 1丁目多世代交流事業『わくわく交流広場』 ～城山 1丁目多世代交流事業


